
2025(令和７)年度経営計画について

業務運営方針

－サマリー版－

新潟県信用保証協会は、展開するブランドにおい
て、お客様とともに考え、ともに挑戦し、ともに明
るい未来を創造する存在でありたいと思っています。
お客様が安心して事業に邁進できる商品やサービ

スを提供し、事業の成長を通じて、地域経済社会の
持続的発展に貢献できるよう、協会職員一人一人が
“ともに、その先へ” 歩んでいきます。

ブランド方針の解説

中小企業者を取り巻く環境は、物価上昇や人手不足などにより依然として厳しい状況にあります。
こうした環境を踏まえ、2025(令和７)年度は、ブランド方針「ともに、その先へ。」の実践の下、３つの業務運営方針を柱として取組を進めます。

『協会ブランド「ともに、その先へ。」に基づいた業務改革の深化と人材育成の３年』
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中期事業計画並びに 2024(令和６)年度経営計画について

中小企業者を取り巻く環境は、長引く物価の高騰や深刻な人手不足、感染症後の社会構造の大きな変化に加え、それらの影響で増大した金融債務等、依然として厳
しい状況にある。そのため、これまで以上に金融面と事業面の両面における一体的支援の必要性が増している。
2024(令和６)年度は、ブランド方針の下で当協会が主体的な役割を担い、金融機関等との一層の連携強化を図りながら、金融支援と経営支援を一体的に取り組む方

針である。

現状認識と業務運営方針

中期事業計画
2024(令和６)～2026(令和８)年度 2024(令和６)年度経営計画

１ 金融支援と経営支援の効果的な
組合せによる一体的支援の推進

金融
支援
側面

• 中小企業者の多様な資金ニーズに応じた資金繰り
支援の推進
• 顧客の利便性の向上
• 企業診断能力、保証審査能力の向上

経営
支援
側面

• 顧客の経営課題に即応した協会主体型による経営
支援・事業再生支援の取組強化
• 経営支援の実効性の向上に向けた取組
• 経営支援能力、事業再生支援能力の向上

２
効率化の徹底と求償権顧客の事
業再生等につながる管理回収業
務の展開

• 管理回収業務の効率化
• 適切な現況把握に基づく求償権顧客へのきめ細やかな対応
• 管理回収業務に係る知識・能力の向上

３ 持続可能な業務運営態勢の確立
に向けた対応

• ガバナンスの強化
• ブランド定着化への取組
• 職場内コミュニケーションの活性化
• 業務効率化への取組
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ブランド方針の解説

Mission

Vision

Value

【基本姿勢】
ブランド方針

「ともに、その先へ。」の実践

【中期事業計画テーマ】
ブランド方針に基づく

業務改革の深化と人材育成の３年


